
地
区
活
動
予
定

（
10
月
15
日
〜
令
和
7
年
1
月
14
日
）

福祉委員になったと同時に広報に
携わることになりました。まずは行
事にすべて参加して活動を「知る」
ことから始めました。
地域の活動が身近なことと感じて

もらえるよう、原稿は広報部員だけでなく行事の参加者
にも依頼して書いていただいています。初めて行事に参
加された方の新鮮な目線、感想も大切にしており、でき
るだけ文章はそのまま載せるようにしています。目を引

く写真で、活動の
楽しさをパッと伝
えられるようにし
たいのですが…こ
れは日々研さんで
すね。広報紙を読
んで地域の活動に
参加してくれる人
が増えることを
願っています。

社協や地区福祉委員会のことを多くの
方に知ってほしいとの思いで続けていま
す。地区活動を分かりやすく伝えるため
に参加者目線を大切にしたいので、行事
の参加者に原稿をお願いすることもあり
ます。時には川柳を織り交ぜたユニークな記事を頂くこと
もあり、部員だけでは叶わないバリエーション豊かな紙面
づくりにつながっています。
最近は写真に関する制約が多くなりました。しかし各福

祉委員が地域の方
と丁寧な関わりを
続けるなかで、広
報紙等への写真使
用にご理解いただ
けるケースがほと
んどです。地域の
皆さんの理解や支
えがあってこその
広報であると実感
しています。

分かりやすく読みやすい文章
で伝えることを大切にしていま
す。フルカラーで、写真はより“魅
せる”ための工夫をこらしてい
ます。記事は参加者の実感を通
じて事業の意義、意図が伝わるように、またキャプ
ションも読者が実際に参加したかのような臨場感を
感じてもらえるようにと心掛けています。
サロンなどで撮影した写真はできるだけ多くの参

加者に届けるよ
うにしていま
す。地域活動に
興味をもってい
ただきたいし、
一緒に活動する
仲間が増える
きっかけにも
なったらと思っ
ています。

地区配食を買い出しから調理、
パック詰め、包装、運搬、利用者へ
の配達と一連の流れを“密着取材”
したところ、それまで配食を扱った
記事より反響が大きく、視点を変え
て伝えることの大切さを実感しました。
題字や見出しの配色で季節感を出したり、記事を読
みたくなるような写真を選ぶようにしています。もち

ろん、読みやすい
レイアウトにもこ
だわっています。
率直に意見を交

わし合える広報部
の仲間と活動する
ことは楽しいし、
よりよい紙面づく
りはやりがいでも
あります。みんな
で学び合いながら、
伝え続けたいです。

第三地区福祉委員会

地域の理解あってこその広報 
第一地区福祉委員会

臨場感を大切に 
第二地区福祉委員会

視点を変えて伝える 
第四地区福祉委員会

知らせるために「知る」 

予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

各
地
区
広
報
板
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
一
地
区

10
月
16
日
㈬
子
育
て
サ
ロ
ン「
こ
あ
ら
」

（
障
害
者
自
立
支
援
拠
点
レ
モ
ン
テ
ラ
ス
）

17
日
㈭
い
き
い
き
サ
ロ
ン「
会
食
会
」（
広
瀬
公
民
館
）

21
日
㈪
児
童
下
校
時
見
守
り（
一
小
校
区
内
）

26
日
㈯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
一
小
運
動
場
）

11
月
8
日
㈮
配
食
サ
ー
ビ
ス

11
日
㈪
児
童
下
校
時
見
守
り（
一
小
校
区
内
）

18
日
㈪
児
童
下
校
時
見
守
り（
一
小
校
区
内
）

20
日
㈬
子
育
て
サ
ロ
ン「
こ
あ
ら
」

（
障
害
者
自
立
支
援
拠
点
レ
モ
ン
テ
ラ
ス
）

地
区
福
祉
ニ
ュ
ー
ス
発
行

21
日
㈭
い
き
い
き
サ
ロ
ン「
茶
話
会
」（
広
瀬
公
民
館
）

12
月
2
日
㈪
児
童
下
校
時
見
守
り（
一
小
校
区
内
）

13
日
㈮
配
食
サ
ー
ビ
ス

16
日
㈪
児
童
下
校
時
見
守
り（
一
小
校
区
内
）

18
日
㈬
子
育
て
サ
ロ
ン「
こ
あ
ら
」

（
障
害
者
自
立
支
援
拠
点
レ
モ
ン
テ
ラ
ス
）

年
長
者
あ
て
年
賀
状
作
成（
広
瀬
公
民
館
）

19
日
㈭
い
き
い
き
サ
ロ
ン「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

（
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
）

第
二
地
区

10
月
15
日
㈫
配
食
サ
ー
ビ
ス

19
日
㈯
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
山
崎
柴
田
）

（
山
崎
柴
田
集
会
所
）

25
日
㈮
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
ユ
ニ
ラ
イ
フ
山
崎
）

（
第
二
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

29
日
㈫
２
年
生「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
体
験
」（
二
小
）

11
月
5
日
㈫
手
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
清
拭
布
作
り
）

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

7
日
㈭
４
年
生「
日
本
の
伝
統
文
化
体
験
」（
二
小
）

9
日
㈯
ふ
れ
あ
い
広
場（
東
大
寺
公
園
）

13
日
㈬
子
育
て
サ
ロ
ン

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
軽
体
育
室
）

19
日
㈫
配
食
サ
ー
ビ
ス

20
日
㈬
秋
の
歩
こ
う
会（
京
都
、宝
ヶ
池
）

30
日
㈯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
二
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

12
月
3
日
㈫
手
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
清
拭
布
作
り
）

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

11
日
㈬
子
育
て
サ
ロ
ン

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
軽
体
育
室
）

17
日
㈫
配
食
サ
ー
ビ
ス

18
日
㈬
１
年
１
組「
昔
遊
び
体
験
」（
二
小
）

19
日
㈭
１
年
２
組「
昔
遊
び
体
験
」（
二
小
）

20
日
㈮
１
年
３
組「
昔
遊
び
体
験
」（
二
小
）

1
月
7
日
㈫
手
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
清
拭
布
作
り
）

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

8
日
㈬
子
育
て
サ
ロ
ン

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
軽
体
育
室
）

第
三
地
区

10
月
24
日
㈭
子
育
て
サ
ロ
ン（
青
葉
会
新
集
会
所
）

28
日
㈪
配
食
サ
ー
ビ
ス

11
月
11
日
㈪
配
食
サ
ー
ビ
ス

25
日
㈪
配
食
サ
ー
ビ
ス

28
日
㈭
子
育
て
サ
ロ
ン（
青
葉
会
新
集
会
所
）

未
定
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
年
賀
状
作
り

親
と
子
並
び
に
地
区
住
民
ハ
イ
キ
ン
グ

ミ
ニ
サ
ロ
ン（
桜
井
）（
桜
井
公
会
堂
）

ミ
ニ
サ
ロ
ン（
楠・楠
公
合
同
）

（
楠
自
治
会
集
会
所
）

12
月
9
日
㈪
配
食
サ
ー
ビ
ス

12
日
㈭
地
区
だ
よ
り
93
号
発
行

ミ
ニ
サ
ロ
ン（
青
葉
会
）（
青
葉
会
新
集
会
所
）

19
日
㈭
子
育
て
サ
ロ
ン（
青
葉
会
新
集
会
所
）

未
定
地
区
内
各
種
団
体
と
の
交
流
会

（
桜
井
公
会
堂
）

1
月
13
日
㈪
配
食
サ
ー
ビ
ス

第
四
地
区

10
月
15
日
㈫
子
育
て
サ
ロ
ン（
高
浜
公
会
堂
）

21
日
㈪
配
食
サ
ー
ビ
ス

23
日
㈬
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
グ
ラ
ン
リ
バ
ー
）

（
グ
ラ
ン
リ
バ
ー
集
会
室
）

28
日
㈪
福
祉
親
睦
バ
ス
ツ
ア
ー

下
旬
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
水
無
瀬・新
水
無

瀬
万
葉
）（
シ
ャ
リ
エ
水
無
瀬
集
会
所
）

11
月
8
日
㈮
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
高
浜
西
）

（
高
浜
西
集
会
所
）

18
日
㈪
配
食
サ
ー
ビ
ス

19
日
㈫
子
育
て
サ
ロ
ン（
高
浜
公
会
堂
）

25
日
㈪
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
メ
ゾ
ン
）

（
メ
ゾ
ン
水
無
瀬
集
会
所
）

30
日
㈯
福
祉
だ
よ
り
発
行

下
旬
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
ニ
ュ
ー
高
浜
）

（
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
新
大
阪
み
な
せ
店
）

未
定
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
大
同
）

（
大
同
自
治
会
集
会
所
）

12
月
3
日
㈫
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
江
川
）（
江
川
集
会
所
）

16
日
㈪
配
食
サ
ー
ビ
ス

17
日
㈫
子
育
て
サ
ロ
ン（
高
浜
公
会
堂
）

18
日
㈬
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
高
浜
）（
高
浜
公
会
堂
）

随
時
善
意
の
傘
整
備

　皆さんの最も身近な地域で活動する４つの地区福祉委員会には、地区活動をお伝えする広報部会があります。各地区で年２回発行の広報紙づくりに取り
組むほか、行事の案内ポスター制作や記録写真の撮影、地区福祉委員会活動紹介のパネルをイベントで展示したりと、あらゆる活動を網羅しながら広報に
取り組んでいます。知らない人にも分かりやすく、読みたくなる広報紙づくりに奮闘する皆さんに、紙面づくりにおける工夫や活動のやりがいを伺いました。

▲発行　5月、11月 ▲発行　7月、1月 ▲発行　6月、12月 ▲発行　5月、12月

地区の広報誌は
こちら

南 市郎さん 池尻 豊美さん 松崎 睦子さん 山本 幸子さん

5 42024年10月 しまもと 　社協たより

絆むすぶ まちづくり
長岡京市

第二地区

第三地区
第四地区

第一地区

大山崎町

枚方市
高槻市

役場役場
島本駅島本駅

水無瀬駅水無瀬駅

住み慣れた町で安心して暮らす
ふだんの暮らしのなかで、ご近所どうしがつながって見守り、支え合い、
みんなが笑顔で暮らしていけるように…。
あなたの身近な地域で、そんな「つながりづくり」をしているのが地区福祉委員会です。

申し込み、問い合わせ 社協（TEL.962-5417）またはお近くの福祉委員まで

地区活動を地区活動を「「伝えたい！伝えたい！」」
地区広報紙に込めた思い ―広報部員インタビュー




